
会 議 録

会議の名称 平成 29年 第１回 本庄市国民健康保険運営協議会

開催日時 平成 29 年２月 14 日（火）
午後１時 30 分から
午後２時 50 分まで

開催場所 本庄市役所５０４会議室

出席者

被保険者代表 堀口 富士夫、新井 千奈美、浅見 敏江

保険医又は保

険薬剤師代表

渋谷 修身、堀川 明、倉林 京児、石原 博史、

林 勇毅

公益代表
柿沼 光男、岩崎 信裕、木村 保、内野 勲、

佐々木 義弘

被用者保険等

保険者代表
石原 雅樹、日向 健

事務局

春山 康壽（保健部長）、中田 啓一（保険課長）、

駒澤 明（収納課長）、榊田 恵（保険課課長補佐兼国

保係長）

欠席者
金井 喜久夫、木村 文夫（被保険者代表）、佐々木 淳一（被用者保

険等保険者代表）

議 題

（次 第）

１ 開会

２ 会長あいさつ

３ 諮問及び市長あいさつ

４ 議題

第１号議案 国保広域化に向けた保険税改定等今後の方針に

ついて

報告事項１ 平成 28年度国民健康保険特別会計補正予算について
報告事項２ 平成 29年度国民健康保険特別会計当初予算について

５ その他

６ 閉会

配布資料

・第１号議案資料１～４

・報告事項資料１・２

・その他資料

その他特記事項

主 管 課 保健部保険課



会 議 の 経 過

発言者 発言内容・決定事項等

司会 １．開会

会長
２．会長あいさつ

【会長あいさつ】

市長

３．諮問及び市長あいさつ

【諮問書を読み上げ、会長へ手渡し後、市長あいさつ】

（市長及び保健部長、所用のため退座。）

司会 【委員の退任・新任報告及び本協議会成立の報告】

保険課長

４．議題

【第１号議案 国保広域化に向けた保険税改定等今後の方針に

ついて資料１～４に基づき説明】

今後の運営協議会では、まず、広域化後の保険税の算出方式を現在と

同じ４方式にするか、県が推奨する２方式にするか、あるいは間を取っ

て所得割・均等割・平等割の３方式にするかを検討していただく必要が

あります。また、国保事業費納付金の額に応じて新しい保険税率につい

ても検討が必要です。

新しい保険税率についても、一度に上げてしまうとかなりの負担が生

じることになります。現在、本庄市では、23,000人弱の被保険者に対し、
１人あたり約９万円の税額になっています。これを新制度に当てはめる

と、1人当たり 10万円を超える額になります。資料４の８ページ、β＝
1.118（埼玉）の本庄市の欄に１人当たりの保険税額が載っています。差
額を計算すると１人当たり約 19,000円上がることになります。この
19,000円分の税額を上げるということは、相当厳しい状況ですので、急
激に税額を上げるのではなく徐々に上げていくということも考えてい

ただく事項になるかと思います。

議長

第１号議案につきまして、ご質議等はありますか。これから皆さんに

議論いただくことになります。今回は説明のみということでよろしいで

しょうか。

それでは、第１号議案国保広域化に向けた保険税改定等今後の方

針につきましては、今後ともよろしくお願いいたします。

保険課長
【報告事項１ 平成 28年度国民健康保険特別会計補正予算について説
明】

委員
こういう補正をするしないというのは、方程式等に則って自動的に計

算できるものなのですか。

保険課長
予算につきましては、歳出の状況を見ながら歳入を計算するのです

が、国・県・社会保険等から歳出に応じて負担してもらえるものがあり




